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栃木県で採取された野鳥の糞便より 

低病原性鳥インフルエンザウイルス検出（2 例目 ）  

 

 

 

 

 

令和元年 11月 25日に栃木県大田原市において採取された野鳥糞便１検

体から、低病原性鳥インフルエンザウイルス（H5N3亜型）が検出されたと

の報告がありました。なお、このことについて、野鳥での対応は特にあり

ません。 

11月 19 日には愛媛県で採取された野鳥の糞便からも低病原性鳥インフル

エンザウイルス（H7N7亜型）が検出されており、2件の検出事例に伴い農

林水産省より本病ウイルスの侵入防止対策について都道府県及び関係団体

あてに協力依頼がありました。 

会員各位におかれましては、鳥インフルエンザの発生防止に向け、野生

動物の侵入防止及び畜舎に出入りする際の手指及び靴の消毒、衣類の交

換、農場に出入りする車両の消毒など飼養衛生管理基準の遵守、飼養家き

んの異状の早期発見・通報等について、更なる強化・徹底していただくよ

うお願いします。 

 

＜農林水産省 鳥インフルエンザに関する情報＞ 

http://www.maff .go.jp/j/syouan/douei/tori/ 
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